
架
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯

内
線
7
1
2
・
7
1
3
）。

怯
行
政
相
談

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
国
な
ど
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
に
応
じ
ま

す
。

架
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
班
（
緯

内
線
4
1
8
・
4
1
9
）。

そ
の
ほ
か
の
主
な
相
談

　
市
で
は
合
同
相
談
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
相
談
窓
口
を

設
け
て
い
ま
す
。

※
月
ご
と
の
日
時
、
会
場
な
ど
は

『
広
報
い
ん
ざ
い
』
毎
月
1
日
号

で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

怯
消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
専
門
相
談
員
の
資
格

な
ど
を
持
つ
相
談
員
が
、
商
品
の

品
質
・
訪
問
販
売
の
苦
情
な
ど
を

受
け
付
け
ま
す
（
電
話
相
談
可
）。

架
消
費
生
活
相
談
室
（
市
役
所

内
・
緯
碓42 
3
3
0
6
）。

怯
住
宅
相
談

　
市
商
工
会
工
業
部
会
の
建
築
士

が
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
増
改

築
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

架
印
西
市
商
工
会
（
緯
碓42 
2
7
5

0
）。

怯
家
庭
児
童
相
談

　
市
か
ら
委
任
さ
れ
た
家
庭
児
童

相
談
員
が
、
し
つ
け
・
非
行
な
ど
、

　
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関
す
る

18問
題
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
就
労
を

支
援
す
る
た
め
の
相
談
に
応
じ
ま

す
（
電
話
相
談
可
）。

胸
会
場
…
市
役
所
会
議
棟
2
階
。

胸
受
け
付
け
…
当
日
・
午
前
8
時

　
分
か
ら
先
着
順
に
番
号
札
を
配

30布
。
8
時
　
分
か
ら
番
号
順
に
受

45

け
付
け
を
行
い
ま
す
（
電
話
な
ど

の
事
前
予
約
は
不
可
）。

※
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
相
談
内
容
、
質
問
事

項
、
関
係
書
類
を
整
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
い
ず
れ
も
相
談
内
容
な

ど
は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

怯
法
律
相
談

　
弁
護
士
が
、
主
に
金
銭
・
相

続
・
不
動
産
の
賃
貸
借
・
売
買
・

損
害
賠
償
な
ど
法
律
上
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

架
市
民
課
窓
口
班
（
緯
内
線
2
3

5
・
2
3
8
）。

怯
市
民
生
活
相
談

　
家
庭
問
題
の
専
門
家
で
あ
る
元

家
庭
裁
判
所
調
停
員
の
相
談
員

（
平
成
　
年
2
月
現
在
）
が
、
日

23

常
直
面
す
る
諸
問
題
（
家
族
・
相

続
・
対
人
関
係
・
近
隣
関
係
な

ど
）
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

架
市
民
課
窓
口
班
。

怯
人
権
相
談

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
が
、
人
権
侵
害
な
ど

の
問
題
に
応
じ
ま
す
。

架
市
民
課
戸
籍
班
（
緯
内
線
2
3

2
・
2
3
3
）。

怯
交
通
事
故
相
談

　
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
な
ど
の
問
題
に
、
千
葉
県
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
千
葉
県
交
通
事
故
相

談
員
が
応
じ
ま
す
。

架
家
庭
児
童
相
談
室
（
市
役
所

内
・
緯
碓42 
5
1
8
0
）。

怯
女
性
の
悩
み
相
談

　
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
夫
や

恋
人
か
ら
の
暴
力
、
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
が
抱

え
る
悩
み
全
般
に
応
じ
ま
す
（
予

約
制
・
電
話
相
談
可
）。

架
家
庭
児
童
相
談
室
。

怯
心
の
相
談
・
街
か
ど
心
の
巡
回

相
談
　
精
神
科
医
や
精
神
保
健
福
祉
士

な
ど
が
、
精
神
的
な
悩
み
な
ど
に

応
じ
ま
す
。

架
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯

内
線
2
6
8
・
2
6
9
）。

怯
心
配
ご
と
相
談

　
専
門
知
識
や
民
生
委
員
の
経
験

を
持
つ
心
配
ご
と
相
談
員
が
、
日

常
の
悩
み
ご
と
に
応
じ
ま
す
。

架
社
会
福
祉
協
議
会
（
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
・
緯
碓42 
0
2
9
4
）。

怯
教
育
相
談
・
子
ど
も
相
談
室

　
教
育
相
談
員
や
市
教
育
委
員
会

の
指
導
主
事
が
対
応
し
ま
す
。

　
教
育
相
談
は
児
童
・
生
徒
の
教

育
に
関
す
る
相
談
、
子
ど
も
相
談

室
は
児
童
・
生
徒
か
ら
の
悩
み
ご

と
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

架
教
育
相
談
専
用
電
話
（
緯
碓47 
7

8
3
0
）。

怯
健
康
づ
く
り
相
談
・
禁
煙
相
談

この広報紙は再生紙を使用しています。

 あ
な
た
の
悩
み
ご
と
に

　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ス
を

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
のののののののののののののののののののの
各各各各各各各各各各各各各各各各各各各各
種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相

 市
の
各
種
市
民
相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談

▼各相談ではそれぞれの相談
員がみなさんの悩みごとにア
ドバイスを行います（写真は
市民生活相談の様子）

　
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
が
、
健
診
結
果
の
見
方
や
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
、
栄
養
・
禁
煙

の
指
導
、
歯
周
病
予
防
、
心
の
悩

み
な
ど
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
（
予
約
制
）。

架
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5

5
9
5
）。

怯
4
カ
月
児
相
談

　
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生

士
が
、
お
子
さ
ん
の
栄
養
指
導
、

発
達
の
確
認
な
ど
、
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
な
が
ら
絵
本
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
ほ
か
に
も
、
お
子
さ

ん
へ
の
読
み
聞
か
せ
に
お
勧
め
す

る
絵
本
の
案
内
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

架
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
。
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印西市合併記念美術展覧会
を開を開催催

　新「印西市」の誕生1周年を記念して、美術展覧
会を開催します。
　この展覧会は摘水軒記念文化振興財団の協力を得
て、葛飾北斎、菱川師宣といった江戸の浮世絵師の
作品をはじめ、伊藤若冲の初公開作品や、江戸末期
に異彩を放った岡本秋暉の作品を中心に、同財団の
コレクションを代表する肉筆浮世絵、花鳥画の優品
を特別展示します。普段目にすることのできない日
本画の名作を、ぜひこの
機会にご鑑賞ください。
　併せて、新「印西市」
をテーマに市民制作の作
品や記念作品の展示を行
います。
胸日時… 3月2日我～6
日蚊・午前9時～午後4
時（最終日のみ午後2時
終了）。
胸会場…文化ホール（大
森）。
胸入場料…無料。
※専門の学芸員による特
別展示作品の解説会を、
3月6日蚊・午前10時か
ら行います（定員30人、
当日申し込みで先着順）。
架生涯学習課文化班（緯碓98 1120）。

人

世

口
と

帯

人口
男
女
世帯

……
……
……
……

９０，６８２
４５，０８６
４５，５９６
３２，９１２

人
人
人
世帯

（
（
（
（

　＋３３
　＋　７
　＋２６
＋　９

）
）
）
）

－平成２３年２月１日現在－
（　）内は前月との比較

「社会を明るくする運動」千葉県作文コンテストで入選
　社会を明るくする運動千葉県作
文コンテストで、印西市から4人
の入選があり、去る1月19日に
山﨑市長から表彰状が伝達されま
した。また、千葉県全体の応募作
品10，923点のうち印西市は1，58
5点で、県内全市町村で1番の応
募点数でした。入選者は下記のと
おりです（敬称略）。
【小学校の部】
煙千葉県更生保護女性会連盟
　会長賞…佐野友哉（原山小5年）・題名「お母さんにもらった三つの宝物」
煙佳作…林巧己（大森小6年）・題名「詐欺について」
【中学校の部】
煙千葉県実施委員長賞（県知事賞）…島田すみれ（原山中1年）・題名「小さな
　うれしいこと」
煙千葉県ＢＢＳ連盟会長賞…菊地梨紅（印旛中1年）・題名「意味の無いいじめ」

山﨑山洋市長（中央）と入選者のみなさ山﨑山洋市長（中央）と入選者のみなさんん

▲葛飾北斎「雪中鷲図」
摘水軒記念文化振興財
団所蔵

金銭関係でトラブル
になっちゃった…

法律相談

隔
相続について詳しい
話が聞きたいなぁ

閣
市民生活相談

セクハラを受けたら
どうすれば…

閣 女性の悩み相談

買
っ
た
商
品
、説
明
と

品
質
が
全
然
違
う
わ

閣

消
費
生
活
相
談

子どものしつけで
相談したいけど…

家庭児童相談
革

学校生活のことで悩
みがあるんだよね…

子ども相談室

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で

い
い
ア
ド
バ
イ
ス
が

 な
い
か
な
…

郭
住
宅
相
談

郭

合
同
相
談

胸
日
時
…
祝
日
を
除
く
毎
月
第
二

金
曜
日
・
午
前
　
時
～
午
後
3
時

10

（
正
午
～
午
後
1
時
は
昼
休
み
）。

※
法
律
相
談
・
市
民
生
活
相
談
は
、

毎
月
第
四
火
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

に
も
実
施
。



し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
や
生
活

に
関
す
る
相
談
も
各
支
援
セ
ン
タ

ー
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

架
印
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓42 
2
9
2
2
）、
印
旛
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓98 
1
1

1
5
）、本
埜
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
緯
碓97 
5
5
0
3
）。

第
8
回
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

胸
日
時
…
2
月
　
日
臥
・
午
後
1

26

時
～
4
時
。

胸
会
場
…
い
す
み
市
役
所
（
い
す

み
市
大
原
）。

胸
内
容
…
補
装
具
の
展
示
と
相
談
、

講
演
会
。

胸
対
象
…
県
内
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト

と
、
そ
の
家
族
お
よ
び
医
療
関
係

者
ほ
か
。

胸
参
加
費
…
無
料
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

架
千
葉
県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
（
緯

0
4
3
―
3
0
9
―
7
5
7
1
、

月
・
火
・
金
曜
日
の
み
）。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
減
免
措
置

　
　
歳
未
満
の
市
内
に
住
所
を
有

65
す
る
非
課
税
世
帯
の
人
は
自
己
負

高
齢
者
世
帯
の

訪
問
調
査
を
実
施
中

　
市
内
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
印
西
市
か
ら
委
託
を
受
け

た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
世
帯
の
実
態
を
把
握
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
役
立
て

る
た
め
、
訪
問
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
　
歳
以
上
の
独
居
・
高
齢
者
世

65
帯
を
中
心
に
、
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
は
、

写
真
入
り
の
身
分
証
明
書
を
携
帯

平成２３年（２０１１）２月１５日号（２）

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

市
役
所
緯
○４２ 
5
1
1
1

パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル
を

　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

　
パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
※

D

V
被
害
・
性
暴
力
に
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
の
た
め
の
　
時
間
対
応

24

の
電
話
相
談
窓
口
で
す
。

　
ひ
と
り
で
が
ま
ん
し
な
い
で
、

勇
気
を
出
し
て
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
D
V
…
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
。
同
居
関
係
に
あ
る
配

偶
者
や
内
縁
関
係
の
間
で
起
こ
る

家
庭
内
暴
力
。

胸
受
付
内
容
…
次
の
と
お
り
。

①
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
の
被

害
に
関
す
る
相
談
。

②
性
暴
力
の
被
害
に
関
す
る
相
談
。

胸
相
談
期
間
…
3
月
　
日
蚊
・
午

27

後
　
時
ま
で
。

10
※
午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
、

英
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
タ
イ
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語

の
電
話
相
談
員
が
、
携
帯
電
話
に

よ
り
折
り
返
し
電
話
し
て
相
談
を

行
い
ま
す
。

架
パ
ー
プ
ル
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
1

2
0
―
9
4
1
―
8
2
6
・
　
時
24

間
対
応
）。

担
額
1
街
0
0
0
円
で
、
生
活
保

護
世
帯
の
人
は
無
料
で
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
医
療
機
関
に
支
払

っ
た
領
収
書
な
ど
を
付
け
て
申
請

す
る
こ
と
で
、
接
種
費
用
も
し
く

は
接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
額
を

差
し
引
い
た
額
を
償
還
払
い
い
た

し
ま
す
。

※
一
回
目
接
種
の
場
合
2
街
6
0

0
円
、
2
回
目
接
種
の
場
合
1
街

5
5
0
円
を
上
限
と
す
る
。

胸
申
請
に
必
要
な
も
の
…
次
の
と

お
り
。

煙
医
療
機
関
が
発
行
し
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
済
書
。

煙
領
収
書
。

煙
印
鑑
。

煙
振
込
先
が
確
認
で
き
る
も
の

（
カ
ー
ド
、
通
帳
ま
た
は
そ
れ
ら

の
写
し
な
ど
）。

※
平
成
　
年
1
月
2
日
以
降
に
転

22

入
し
た
人
は
、
平
成
　
年
1
月
1

22

日
に
住
所
を
有
し
て
い
た
市
町
村

の
発
行
す
る
世
帯
全
員
の
非
課
税

証
明
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

胸
申
請
期
限
…
4
月
　
日
画
。

15

胸
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受
付
先

…
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
、
高
花
保

健
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
い
ん
ば
、
本
埜
保
健
セ
ン
タ
ー
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

架
健
康
増
進
課
総
務
班
（
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
内
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

健
康

福
祉

変更後
（3月1日峨から）

変更前
（2月28日俄まで）

正午閣閣正午

午後5時閣閣午後4時30分

　防災行政無線の定時放送（チャ
イム）時間が、3月1日峨から下
記のとおり変更となります。

防災行政無線放送防災行政無線放送のの
時間が変更時間が変更にに

で
。

胸
報
酬
…
7
街
5
0
0
円
（
会
議

1
回
当
た
り
）。

胸
申
し
込
み
…
3
月
　
日
峨
（
必

15

着
）
ま
で
に
、「
印
西
市
の
健
康

づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
テ
ー

マ
に
、
作
文
（
4
0
0
字
詰
め
原

稿
用
紙
3
枚
以
内
、ワ
ー
プ
ロ
可
）

お
よ
び
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
な
ど
を
記
入
し

た
書
類
を
左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は

持
参
。

※
選
考
結
果
は
後
日
通
知
。

架
健
康
増
進
課
総
務
班
（
〒
2
7

0
―
1
3
2
7
印
西
市
大
森
2
3

5
6
―
3
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
・
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

印
西
市
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員

　
市
で
は
、
健
康
増
進
や
食
育
推

進
な
ど
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
審

議
す
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
対
象
…
市
内
在
住
の
　
歳
以
上

20

の
人
で
、
平
日
の
昼
間
（
午
後
1

時
～
4
時
）
に
行
う
会
議
（
年
に

2
～
3
回
程
度
の
開
催
を
予
定
）

に
出
席
で
き
る
健
康
づ
く
り
に
意

欲
の
あ
る
人
。

胸
募
集
人
数
…
2
人
。

胸
任
期
…
平
成
　
年
3
月
　
日
ま

25

31

募
集

　
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
進
展
に

伴
い
、
平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら
牧
の

22

12

27

原
駅
北
側
の
区
域
（
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
　
住
区
）
の
一
部
が
「
牧
の
原
五
丁

21
目
」
と
い
う
新
し
い
住
所
の
表
示
と
な

り
ま
し
た
。

　
新
し
い
住
所
表
示
に
つ
い
て
は
、
印

西
市
住
所
表
示
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

踏
ま
え
、　
月
の
定
例
市
議
会
で
の
議

12

決
を
経
て
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
　
住
区

21

の
ほ
か
の
区
域
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

道
路
な
ど
の
形
状
が
確
定
次
第
、
新
し

い
住
所
の
表
示
を
行
う
予
定
で
す
。

架
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線
4
3

6
・
4
3
7
）。

 新
住
所
表
示
に「
牧
の
原
五
丁
目
」

印西牧の原駅

牧の原五丁目

今後住所の表示を
予定している区域

胸牧の原五丁目の区域胸

　
芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
み

な
さ
ん
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ

イ
エ
を
発
表
の
場
と
し
て
開
放
し

ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披

露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
実
施
日
…
毎
月
1
回
程
度
（
前

期
分
と
し
て
4
月
～
9
月
）。日
時

は
出
演
者
と
協
議
。

胸
対
象
…
市
内
に
住
所
の
あ
る
個

人
ま
た
は
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

※
営
利
目
的
は
除
く
。

胸
出
演
料
…
無
料
。

※
機
材
な
ど
は
出
演
者
で
準
備
。

胸
申
し
込
み
…
2
月
　
日
蚊
ま
で

27

に
所
定
の
申
込
用
紙
（
文
化
ホ
ー

ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ

う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
文
化
ホ

ー
ル
ま
で
持
参
（
応
募
多
数
の
場

合
は
協
議
）。

※
ジ
ャ
ン
ル
（
演
奏
・
ダ
ン
ス
な

ど
）
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
同
施
設

内
に
図
書
館
が
あ
る
た
め
、
制
限

が
あ
り
ま
す
。
当
日
以
外
は
練
習

場
所
の
提
供
は
で
き
ま
せ
ん
。

芸
術
文
化
発
表
会

「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」出
演
者
募
集

架
文
化
ホ
ー
ル
（
〒
2
7
0
―
1
3
2
7
印
西
市
大

森
２
５
３
５
・
緯
碓42 
8
8
1
1
・
胃
碓42 
8
6
9
9
）。

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
、
み
な
さ
ん
の
趣
味

や
特
技
を
活
か
し
て
素
敵
な
空
間

に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
展
示
期
間
…
前
期
分
と
し
て
4

月
か
ら
9
月
末
日
の
う
ち
2
週
間

程
度
（
休
館
日
を
含
む
）。

胸
対
象
…
市
内
に
住
所
の
あ
る
個

人
ま
た
は
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

※
営
利
目
的
は
除
く
。

胸
使
用
料
…
無
料
。

胸
申
し
込
み
…
2
月
　
日
蚊
ま
で

27

に
所
定
の
申
請
書
（
文
化
ホ
ー
ル
、

各
公
民
館
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け

ふ
れ
あ
い
の
里
に
用
意
）
に
関
係

書
類
を
添
付
し
、
文
化
ホ
ー
ル
ま

で
持
参
。

※
状
況
に
応
じ
て
展
示
日
の
調
整

を
し
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　「
市
民
招
待
席
」

野鳥と
鳥インフルエンザ

　野生の鳥は、餌が取れずに衰弱し
たり、環境の変化に耐えられず死ん
でしまうこともあります。野鳥が死
んでいても、鳥インフルエンザをす
ぐに疑う必要はありません。
　また、鳥インフルエンザウイルス
は、感染した鳥との濃密な感染など
の特殊な場合を除いて、感染しない
と考えられています。
※日常生活では、過度に心配する必
要はありませんが、同じ場所でたく
さんの鳥が死亡していたら、下記ま
でご連絡ください。
架県庁自然保護課（緯043―223―
2972）、市農政課農政班（緯内線
371・372）。



胸
講
師
…
厚
川
正
則
氏
（
日
本
医

科
大
学
千
葉
北
総
病
院
内
科
医
）。

胸
定
員
…
2
0
0
人
。

胸
参
加
費
…
無
料
（
申
し
込
み

不
要
、
当
日
先
着
順
）。

架
千
葉
肝
臓
友
の
会
（
緯
0
4
7

―
4
6
0
―
7
0
5
5
、
火
・
金

曜
日
の
午
前
　
時
～
午
後
3
時
）、

10

同
会
会
長
・
村
田
充
（
緯
0
9
0

―
2
5
6
5
―
6
1
2
5
）、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:

//w
w
w
.c-k
an
.n
e
t/

）、
Ｂ

型
肝
炎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp
:

//w
w
w
.b
k
an
e
n
.n
e
t/

）。

「
子
ど
も
の
食
事
」講
演
会

　
幼
児
期
か
ら
の
食
生
活
は
、
成

長
期
や
大
人
に
な
っ
て
も
健
康
上

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
食
事
づ
く
り
が
楽
し
く

な
る
ポ
イ
ン
ト
を
、
具
体
的
な
例

を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
教

え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

胸
日
時
…
3
月
7
日
俄
・
午
前
　10

時
～
正
午
。

我
、　
日
臥
②
3
月
1
日
峨
、
2

26

日
我
、
4
日
画
・
①
②
と
も
午
前

　
時
　
分
～
正
午
。

10

30

※
①
②
と
も
全
3
回
。

胸
会
場
…
①
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

い
ん
ば
（
美
瀬
）
②
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
竹
袋
）。

胸
定
員
…
①
②
と
も
　
人
。

20

胸
参
加
費
…
1
0
0
円
（
保
険

料
）。

胸
申
し
込
み
…
電
話
で
左
記
へ
。

架
社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 
0
2

9
4
）。

肝
が
ん
を
撲
滅
す
る
た
め
に

　
千
葉
肝
臓
友
の
会
、
ブ
リ
ス

ト
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
ズ
珂
、
Ｍ
Ｓ
Ｄ

珂
と
の
共
催
で
、
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

胸
日
時
…
2
月
　
日
臥
・
午
後
2

26

時
～
4
時
（
開
場
1
時
　
分
）。

30

胸
会
場
…
日
本
医
科
大
学
看
護
専

門
学
校
講
堂
（
鎌
苅
）。

胸
テ
ー
マ
…
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

最
近
の
話
題
―
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型

肝
炎
―
。

場
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。

※
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
、
左
記
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

胸
チ
ケ
ッ
ト
配
布
場
所
…
中
央
公

民
館
、
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
小

林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
、
ふ
れ

あ
い
文
化
館
、
印
旛
公
民
館
、
本

埜
公
民
館
、
生
涯
学
習
課
文
化
班
、

フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
、
サ
ザ
ン

プ
ラ
ザ
。

架
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
碓98 
1

1
2
0
）、
実
行
委
員
会
・
稲
葉

（
緯
0
8
0
―
5
6
8
2
―
0
1

7
8
）、
榎
戸
（
緯
碓42 
1
9
8
5
・

午
後
6
時
～
　
時
）。

10

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ポ
イ
ン

ト
と
、
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
方
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
の
手
法
を
学
び

ま
す
。

　
子
ど
も
好
き
な
人
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

胸
日
時
…
①
2
月
　
日
峨
、　
日

22

23

碓！

氏
（
東
京
情
報
大
学
教
授
）
の
里

山
自
慢
「
日
本
の
宝
　
印
西
の
里

山
」
②
里
山
と
私
た
ち
―
河
合
泰

氏
（
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境

塾
）「
里
山
再
生
に
向
け
て
の
市

民
の
取
り
組
み
」、
河
邉
久
男
氏

（
里
山
の
会
E
C
O
M
O
）「
里
山

と
子
ど
も
た
ち
」。

胸
定
員
…
1
4
0
人
。

胸
申
し
込
み
…
3
月
9
日
我
（
必

着
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
同
伴
者
の
氏
名
を
記

入
し
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記
ま
で
（
先

着
順
）。

架
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒

2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森

2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6

5
・
胃
碓42 
5
3
3
9
・
メ
ー
ル
 k

am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.c

o
.jp

）。

北
総
花
の
丘
公
園

【
展
示
会
】

『
小
さ
な
野
の
花
～
写
真
展
』

胸
期
間
…
2
月
　
日
峨
～
　
日
蚊
。

22

27

胸
会
場
…
展
示
室
1
。

【
緑
の
教
室
】

『
シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
の
上
手
な
育

て
方
』

胸
日
時
…
3
月
　
日
画
・
午
後
1

18

時
　
分
～
3
時
。

30
胸
定
員
…
　
人
。

30

胸
参
加
費
…
無
料
。

『
春
の
種
ま
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
』

胸
日
時
…
3
月
　
日
峨
・
午
前
　

22

10

時
～
正
午
。

胸
定
員
…
　
人
。

24

胸
参
加
費
…
2
0
0
円
。

※
ど
ち
ら
も
1
カ
月
前
の
午
前
9

時
か
ら
、
左
記
へ
電
話
ま
た
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
み
。

架
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
緯
碓47 

4
0
3
1
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

tt

p
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.j

p
/k
o
u
e
n
/h
an
a/

）。

胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い

ん
ば
（
美
瀬
）。

胸
内
容
…
子
ど
も
の
食
事
Ａ
Ｂ
Ｃ
。

胸
講
師
…
太
田
百
合
子
氏
（
こ
ど

も
の
城
小
児
保
健
ク
リ
ニ
ッ
ク
管

理
栄
養
士
）。

胸
対
象
…
市
内
在
住
在
勤
の
人
。

胸
定
員
…
1
0
0
人
。

胸
参
加
費
…
無
料
。

胸
申
し
込
み
…
電
話
で
左
記
ま
で
。

架
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5

5
9
5
）。

高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー「
植
木
管
理
基
礎
講
座
」

無
料
講
習
会

　
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
作
業
の
準

備
か
ら
、
各
種
植
木
の
剪
定
の
実

技
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

胸
日
時
…
3
月
5
日
臥
・
午
前
9

時
～
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
、
3

月
7
日
俄
に
延
期
）。

胸
会
場
…
多
種
多
様
の
植
木
が
あ

る
民
間
企
業
の
敷
地
を
予
定
。

胸
講
師
…
高
野
光
利
氏
（
造
園
施

工
管
理
技
士
）。

胸
対
象
…
市
内
在
住
　
歳
以
上
の

60

人
。

胸
定
員
…
　
人
。

25

胸
申
し
込
み
…
2
月
　
日
峨
・
午

15

前
9
時
か
ら
2
月
　
日
画
ま
で
に

18

電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

架
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓47 
4
0
5
0
）。

日
本
の
宝
　
印
西
の
里
山

～
第
　
回
手
賀
沼
流
域
フ
ォ

14

ー
ラ
ム
　
印
西
～

in

　
亀
成
川
を
愛
す
る
会
 、
手
賀
沼

流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
お

よ
び
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会

主
催
の
講
演
会
（
参
加
費
無
料
）。

胸
日
時
…
3
月
　
日
蚊
・
午
後
1

13

時
　
分
～
4
時
。

30
胸
会
場
…
ふ
れ
あ
い
文
化
館（
原
）。

胸
内
容
…
①
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー
ト

　
最
近
、
道
路
上
に
敷
地
内
の
植

栽
や
樹
木
な
ど
が
出
て
い
る
場
所

が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
道
路
の
幅
を
狭

く
し
、
通
行
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
の
で
、
道
路
上
に
出
て
い
る
植

栽
や
樹
木
な
ど
が
敷
地
内
に
あ
り

ま
し
た
ら
、
刈
り
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物

の
引
き
取
り
は
し
ま
せ
ん
。

架
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル

サ
ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
緯
0
9
0
―

1
5
3
2
―
8
7
1
3
）。

怯
松
虫
の
里
歴
史
を
た
ど
る
ミ

ニ
ハ
イ
ク
と
自
然
観
察
会

　
松
虫
姫
の
悲
田
院
跡
、
松
虫
城

跡
な
ど
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
た

後
に
、
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
で
カ
エ

ル
の
卵
探
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

胸
日
時
…
3
月
　
日
蚊
・
午
前
　

13

10

時
～
（
少
雨
決
行
）。

胸
集
合
場
所
…
北
総
線
印
旛
日
本

医
大
駅
前
。

胸
参
加
費
…
1
0
0
円
（
保
険
料

ほ
か
）。

胸
申
し
込
み
…
電
話
で
左
記
へ
。

架
い
に
は
野
ア
カ
ガ
エ
ル
の
里
を

守
る
会
・
福
島
（
緯
0
9
0
―
6

1
3
6
―
5
9
3
6
）。

（３）平成２３年（２０１１）２月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

新
印
西
市
誕
生
記
念

合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

　
印
西
市
合
併
1
周
年
を
記
念
し

て
「
大
地
讃
頌
」
を
作
曲
さ
れ
た

佐
藤
眞
氏
を
指
揮
者
に
迎
え
、
ニ

ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
千
葉
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
で
合
唱
曲
を

歌
い
ま
す
。
新
市
誕
生
を
祝
福
す

る
た
め
、
総
勢
約
3
0
0
人
の
大

合
唱
団
が
日
々
の
練
習
成
果
を
発

表
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
す
て
き
な
歌
声
を
聴
き

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

胸
日
時
…
3
月
　
日
華
・
午
後
2

21

時
～
。

胸
会
場
…
松
山
下
公
園
総
合
体
育

館
（
浦
部
）。

胸
演
目
…
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲

「
交
響
曲
第
九
番
」、「
大
地
讃

頌
」、「
ビ
リ
ー
ブ
」、「
翼
を
く
だ

さ
い
」、「
ふ
る
さ
と
印
西
」
ほ
か
。

胸
入
場
料
…
無
料
。
た
だ
し
、
入

市
民
税
・
県
民
税
／
所
得

税
の
申
告
を
開
始

　
市
内
の
日
程
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。
詳
し
く
は
『
広
報
い
ん
ざ

い
』
2
月
1
日
号
を
ご
参
照
く
だ

怯
身
体
障
害
者
な
ど
の
た
め
の

自
動
車
税
の
減
免
説
明
会

胸
日
時
…
2
月
　
日
臥
・
午
後
2

26

時
～
。

胸
会
場
…
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
竹
袋
）。

胸
講
師
…
三
浦
俊
男
氏
（
行
政
書

士
）。

胸
参
加
費
…
無
料
。

架
印
西
市
障
害
者
団
体
連
絡
協
議

会
・
畑
中
（
緯
碓97 
3
5
4
4
）。

怯
犬
・
猫
　
譲
渡
会

　
わ
た
し
た
ち
が
保
護
し
て
い
る

犬
・
猫
た
ち
に
、
新
し
い
家
族
を

見
つ
け
る
た
め
の
譲
渡
会
を
開
催
。

胸
日
時
…
2
月
　
日
蚊
・
午
前
　

27

11

時
～
午
後
2
時
。

胸
会
場
…
Ｂ
Ⅰ
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
駅
前
ビ

レ
ッ
ジ
。

さ
い
。

架
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線

3
1
7
～
3
1
9
・
3
2
9
）。

※
2
月
　
日
俄
～
　
日
我
は
申
告

21

23

会
場
内
で
「
税
理
士
会
に
よ
る
無

料
相
談
会
」
を
同
時
開
催
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

成
田
税
務
署
会
場

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
・
贈
与

22

税
・
個
人
消
費
税
の
申
告
書
作

成
・
相
談
と
提
出
の
会
場
は
イ
オ

ン
モ
ー
ル
成
田
「
2
階
イ
オ
ン
ホ

ー
ル
」
で
、
下
表
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
は
、
成
田
税
務
署

内
に
は
、「
作
成
・
相
談
会
場
」

を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
作

成
が
完
了
し
た
申
告
書
（
計
算
お

よ
び
記
入
の
す
べ
て
が
終
了
し
て

い
る
も
の
）
は
、
税
務
署
庁
舎
内

で
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
（
土
・

講
座
・
催
し

胸市民税・県民税/所得税申告日程胸
受付時間会場期日

午前10時～正午、
午後1時～4時

イオンモール千葉ニュータウン
3階イオンホール

2／16我～2／23我
※土・日曜日を除く

午前10時～正午、
午後1時～4時

本埜公民館
2階団体研修室2／24牙、2／25画

午前10時～正午、
午後1時～4時

ふれあいセンターいんば
3階会議室2／28俄～3／2我

午前9時～正午、
午後1時～4時

印西市役所
附属棟2階

3／3牙～3／15峨
※土・日曜日を除く

胸成田税務署会場（イオンモール成田）の日程胸
土・日曜日および祝日を除く。ただし、2
月20日と27日の日曜日に限り、確定申
告の相談と受け付けを行っています。

3月15日峨まで期間

午前9時～午前10時までは、立体駐車
場3階連絡通路から入る2階「C」入口
が専用口になります。

午前9時～午後5時時間

京成成田駅前からは「6番のりば（バ
ス）」から乗車し、千葉交通バス「ジャ
スコ・イオン成田店前」で下車。

成田市ウィング土屋２４会場

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

架
成
田
税
務
署
（
緯
碓28 
5
1
5

1
）。

税
金

滝野・みどり台に
都市計画税が課税されます
　平成23年度から、本埜地区の市街化区
域（滝野・みどり台）については、土地・家屋
ともに都市計画税の課税対象になります。
架資産税課土地班・家屋班（緯内線333・
337）。

　
ま
た
、
道
路
維
持
に
つ
き
ま
し

て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
も
し
道
路
の

穴
や
障
害
物
、
側
溝
の
破
損
な
ど

を
見
つ
け
た
場
合
は
、
通
行
上
危

険
で
す
の
で
、
土
木
管
理
課
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
土
木
管
理
課
維
持
班
（
緯
内
線

7
9
7
・
7
9
8
・
メ
ー
ル
 do

b
o
k
u
k
a@
m
l.city

.in
zai.

ch
ib
a.jp

）。

 道
路
上
に
出
て
い
る
植
栽
や
樹
木
の
刈
り
込
み
を
 

2月26日の土曜開庁日の
電子証明書申請受け付けが

中止になります
　2月26日臥実施予定だった電子証明書
の申請受け付けは、1月末に、千葉県から
関係機器の保守作業のため発行ができない
との連絡があったため、急きょ中止になり
ます。
　なお、当日は住民基本台帳カードの発行
は行います。
　このようなことから、代替日として、下
記日時に変更して実施しますので、ご利用
ください。
【代替実施日時】
3月5日臥・午前8時30分～午後
3時。
架市民課住民記録班（緯内線234・237）。



　
ま
ず
臼
の
写
真
は
、
昨
年
　
月
11

　
日
に
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

21た
、
北
総
太
鼓
ま
つ
り
「
鼓
響
」

公
演
で
の
印
西
ゆ
め
太
鼓
に
よ
る

舞
台
で
す
。
右
端
の
女
の
子
2
人

に
ご
注
目
。
空
に
飛
び
上
り
、
ば

ち
に
全
体
重
を
掛
け
て
の
見
事
な

　
人
か
ら
成
る
、
荒
牧
会
長
の
下

19に
集
っ
た
「
太
鼓
大
好
き
名
人
」

た
ち
の
演
奏
で
す
。

　
特
徴
は
「
若
さ
」
だ
と
言
う
だ

け
あ
っ
て
、
下
は
小
学
3
年
生
か

ら
、
上
は
制
限
な
し
。
激
し
い
練

習
の
成
果
か
、
み
な
さ
ん
、
大
変

ス
リ
ム
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

若
い
お
母
さ
ん
は
「
年
　
回
に
及

30

ぶ
公
演
と
そ
の
練
習
の
た
め
、
太

る
暇
無
し
。
腕
の
付
け
根
の
筋
肉

が
多
少
痛
む
け
れ
ど
、
標
準
体
重

以
下
で
済
ん
で
い
る
の
が
何
よ
り

う
れ
し
い
…
」
と
の
こ
と
。
一
般

的
に
対
応
を
苦
労
し
て
い
る
中
高

年
健
康
対
策
な
ど
、
何
も
心
配
無

し
だ
そ
う
で
す
。

 ド
ン
ド
コ
　
ド
コ
ド
ー
ン

印
西
ゆ
め
太
鼓
訪
問
記
 

広報レポーター： 深掘 　 哲夫 （内野）
ふかぼり てつお

平成２３年（２０１１）２月１５日号（４）

▲

北
総
太
鼓
ま
つ
り
で
の
力
強

い
演
奏
の
様
子

広報レポーター：
 中谷  
な か や

 久美好 （内野）
く み こ 文化ホール

冬
晴
れ
の
田
に
く
つ
ろ
げ
る
白
鳥
の
羽
繕
ひ
す
る
首
さ
し
の
べ
て

大
　
森
　
　
　
三
ツ
木
絹
江

「
歓
喜
の
歌
」練
習
に
通
ふ
道
の
辺
の
ひ
つ
ぢ
穂
い
つ
し
か
枯
色
と
な
る

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

ふ
る
さ
と
の
思
ひ
深
ま
る
雨
の
夜
は
父
を
偲
び
て
飲
む
酒
苦
し

小
倉
台
　
　
　
山
田
　
明
　

香
り
な
き
造
花
な
れ
ど
も
あ
ざ
ら
け
く
冬
こ
も
り
居
の
吾
を
な
ぐ
さ
む

平
賀
学
園
台
　
藤
島
富
太
郎

七
十
路
を
す
ぎ
て
学
び
し
異
文
化
の
講
座
に
吾
は
世
界
ひ
ろ
が
る

舞
　
姫
　
　
　
長
野
千
鶴
子

池
の
面
の
綺
羅
に
紛
れ
て
浮
寝
鳥

木
　
刈
　
　
　
宮
下
　
諄
子

む
ら
さ
き
に
八
ヶ
岳
暮
れ
月
冴
ゆ
る

内
　
野
　
　
　
葛
西
　
節
子

冬
ざ
れ
の
落
人
の
里
隠
れ
な
し

小
林
浅
間
　
　
樫
本
聖
游
子

日
の
温
み
眩
し
く
と
ど
む
花
八
ッ
手

大
　
森
　
　
　
吉
田
　
弘
子

初
富
士
を
仰
ぐ
心
に
迷
ひ
無
し

原
　
山
　
　
　
片
岡
　
芳
子

　
体
が
浮
き
立
つ
よ
う
な
、
何
か

懐
か
し
い
ワ
ク
ワ
ク
感
が
気
分
を

か
き
立
て
ま
す
。

　
こ
こ
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

中
央
駅
の
近
く
に
あ
る
中
央
駅
前

セ
ン
タ
ー
の
2
階
。
係
の
方
の
案

内
で
、
1
3
0
㎡
あ
る
視
聴
覚
ホ

ー
ル
の
分
厚
い
防
音
扉
を
開
け
る

と
、
体
を
ゆ
る
が
す
物
凄
い
和
太

鼓
合
奏
の
大
音
響
が
響
き
渡
り
ま

し
た
。

　
思
い
思
い
が
太
鼓
と
相
対
し
、

汗
み
ど
ろ
の
打
撃
練
習
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
、
こ
れ
は
和
太

鼓
集
団
「
印
西
ゆ
め
太
鼓
」
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
。
平
成
9
年
に
6
人

で
ス
タ
ー
ト
し
、
今
や
メ
ン
バ
ー

掲載情報は2月3日現在
架クリーン推進課クリーン推進班（緯内線３８２）

俳
句

五
十
嵐
正
雄
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバックを持参しましょう。

館内にはオストメイト付き館内にはオストメイト付きのの
トイレが配置されていまトイレが配置されていますす

　
昨
年
　
周
年
を
迎
え
た
、
印
西

15

市
の
芸
術
・
文
化
の
拠
点
、
文
化

ホ
ー
ル
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
文
化
ホ
ー
ル
は
市
役
所
の
す
ぐ

近
く
に
あ
り
、
正
面
玄
関
を
入
る

と
、
左
手
が
図
書
館
、
右
手
が
ホ

ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
内

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
施
さ
れ
、

オ
ス
ト
メ
イ
ト
付
き
の
ト
イ
レ
が

あ
る
な
ど
、
来
館
者
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
設
備
に
、

思
い
や
り
を
感
じ
ま
し
た
。　

　
職
員
の
方
々
に
案
内
し
て
い
た

だ
き
2
階
に
上
が
る
と
、
中
庭
が

設
え
て
あ
り
、
明
る
い
空
間
が
広

が
る
中
、姿
見
の
あ
る
和
室
や
大
・

小
会
議
室
、
1
0
0
人
収
容
可
能

な
多
目
的
室
が
あ
り
ま
し
た
。
各

部
屋
は
安
価
な
料
金
で
利
用
で
き
、

着
付
け
教
室
や
企
業
の
会
議
、
研

修
会
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
続
い
て
、
ホ
ー
ル
を
見
学
し
ま

し
た
。
座
席
は
5
2
2
席
あ
り
、

客
席
か
ら
は
舞
台
が
良
く
見
え
、

車
い
す
の
ま
ま
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
や
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
鑑
賞
で
き
る
母
子
室
も
完
備
。

耐
震
な
ど
安
全
性
も
考
慮
さ
れ
た

ホ
ー
ル
に
居
心
地
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　
取
材
当
日
は
、
業
者
の
方
が
照

明
と
音
響
を
調
整
中
で
し
た
。
公

演
前
に
は
、
毎
回
き
ち
ん
と
調
整

を
行
う
そ
う
で
す
。
舞
台
袖
か
ら

天
井
を
見
上
げ
る
と
、 緞
帳
 や
照

ど
ん
ち
ょ
う

明
、
バ
ト
ン
な
ど
が
沢
山
つ
り
下

げ
ら
れ
て
お
り
、
公
演
当
日
は
職

員
の
方
が
、
安
全
面
に
気
を
配
り

な
が
ら
操
作
盤
で
動
か
す
と
の
こ

と
。
ピ
ア
ノ
や
幕
、
音
響
な
ど
、

備
品
・
設
備
は
ど
れ
も
質
の
高
い

も
の
を
そ
ろ
え
て
お
り
、
そ
こ
に

業
者
や
職
員
の
支
援
が
加
わ
り
、

よ
り
良
い
公
演
へ
と
仕
上
げ
ら
れ

汗
だ
く
の
演
奏
で
す
。

　
渦
の
写
真
は
、
荒
牧
会
長
に
よ

る
太
鼓
の
ば
ち
さ
ば
き
の
振
り
付

け
。
よ
う
や
く
形
が
決
ま
り
、
試

し
打
ち
し
て
、
ピ
タ
ッ
と
決
ま
っ

た
そ
の
瞬
間
で
す
。
嘘
の
写
真
は

新
人
へ
の
手
を
取
っ
て
の
曲
伝
授
。

何
し
ろ
組
太
鼓
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

含
む
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
　
曲
と
い
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う
こ
と
で
す
か
ら
、
曲
を
覚
え
る

だ
け
で
大
変
。
す
べ
て
口
述
で
、

全
員
で
口
を
そ
ろ
え
て
「
ド
コ
ド

ン
ド
ン
、
カ
ッ
カ
ッ
…
」
と
大
合

唱
し
て
頭
と
体
に
覚
え
こ
ま
せ
て

い
く
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
が
見
事
に
そ
ろ

い
打
ち
で
き
た
と
き
の
喜
び
は
ま

た
格
別
。
天
蓋
を
突
く
昇
竜
の
気

分
に
も
似
た
、
そ
の
人
に
し
か
分

か
ら
な
い
 醍
醐
味
 だ
と
言
い
ま
す
。

だ
い
ご
み

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
一
打
ち
、
い

か
が
で
す
か
。

て
い
く
の
だ
な
、
と
感
心
し
ま
し

た
。
ま
た
、
舞
台
か
ら
見
た
客
席

は
思
っ
た
以
上
に
近
く
に
感
じ
、

舞
台
と
客
席
が
一
体
感
を
楽
し
め

る
こ
の
程
良
い
広
さ
が
ホ
ー
ル
の

魅
力
で
あ
り
、
公
演
の
支
え
に
な

っ
て
い
る
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
舞
台
裏
手
に
ま
わ
る
と
、
シ
ャ

ワ
ー
や
T
V
モ
ニ
タ
ー
が
完
備
さ

れ
た
楽
屋
が
あ
り
、
2
階
に
は
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
設
置
さ
れ
、
鏡

張
り
の
壁
面
が
特
徴
的
な
リ
ハ
ー

サ
ル
室
と
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
が
あ

る
練
習
室
が
あ
り
ま
し
た
。
公
演

の
な
い
日
に
限
り
、
貸
し
出
し
可

能
と
の
こ
と
。
隠
し
部
屋
を
探
し

当
て
た
気
分
に
な
り
、
発
見
の
多

い
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　
思
い
や
り
と
品
質
を
兼
ね
備
え

た
文
化
ホ
ー
ル
を
、
み
な
さ
ん
も

ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

架
文
化
ホ
ー
ル（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

▲衣類乾燥機▲木刈中女子制服▲乗馬用鞍・腹帯・ゼッケンなど（要相談）▲冷凍
冷蔵庫（要相談）▲勉強机（要相談・３千5百円）▲クリスマスツリー（組み立て式）
▲小林中学校女子制服（夏・冬）▲炊飯器（１千５百円）▲電子レンジ（３千円）▲ロ
フトベッド（シングル用）▲鎌ヶ谷高校女子制服（要相談）。

▲しおん幼稚園男児制服・体操服ほか▲西の原幼稚園男女制服・体操服・かばん▲き
かり幼稚園制服・体操服・帽子▲印西中学校男子制服（夏・冬）体操服など▲天神幼稚
園女子制服・体操服・かばん・帽子▲秀明八千代高校男子制服・体育用品など。

▲手を取りながら行う曲伝授

臼臼

嘘嘘 渦渦

▲ばちさばきの振り付けの様子

▼

５
２
２
席
の
客
席
を
備
え
、

音
響
や
照
明
設
備
が
充
実
し
て
い

る
ホ
ー
ル
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